
議長コラム Vol.15（令和 4年 7月号）

「議会改革」

宮崎市は 6月 11 日に梅雨入りしましたが、6 月 27 日には梅雨明けし、観測史上最も

短い梅雨となりました。梅雨明けと同時に気温も上昇し、いよいよ夏がスタートしました。

コロナの影響で学校や民間のプールは閉鎖されていましたが、今年は、感染対策を

施し、プールの授業や民間プールが再開します。まだまだ、コロナの収束までは時間が

かかりそうですが、ウィズコロナ・アフターコロナを見据え、社会経済が動き出しました！

さて、例年、早稲田大学マニフェスト研究所が議会改革度調査を実施しており、6 月 1

日に、調査結果として「議会改革度調査２０２１」が発表されました。調査項目は、基本情

報のほか、①情報共有、②住民参画、③議会機能強化の 3 分野からなる計 53 問の設

問に答え、ランキング化されています。

2021 年の全体ランキング 1 位は、昨年に引き続き茨城県取手市議会となりました。取

手市議会は ICT 化が進んでおり、オンライン委員会やオンライン模擬議会の実施、中学

生への地方自治オンライン授業、休日議会など様々な取組みをされておりますので、見

習っていきたいと思います。

宮崎市は中核市 62 市の中で 29 位となりました。昨年の 35 位からはランクアップしま

したが、まだまだ全国レベルには達していません。



宮崎市議会は、昨年度、紙による議会だよりの再発行、議会 DX の社会実験開始、今

年度にはタブレットの導入、政治倫理条例へのハラスメントに関する追加など、様々な議

会改革に取組み、ランキング以上の動きをしているものと感じています。

特に、現在着手している「議会 DX まちだん」においては、議員プロフィール、議会紹

介動画、事業（廃棄物系）動画、高校生との意見交換会動画等を、今年の 8月 1 日から

配信し、また、10 月、11 月に行われる議会報告会も動画配信を計画するなど、多くの市

民の皆様にみてもらい、議会や議員を身近に感じてもらえるよう取り組んでいます。

議会改革には議員全員の協力が必要となります。今後も、引き続き、市民に見て、知

って、興味をもらえる議会を目指して行きます！


